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１． 2007年3月期第3四半期の取り組み　– 三菱ＵＦＪ信託銀行

2006年11月17日　日刊工業新聞

『顧客の声マネジメントソリューション』

　顧客から本支店に寄せられた苦情や要望を

　　翌朝には社員全員でＷｅｂ上で共有できる

　　仕組みを導入

　苦情に対する対応の進捗も把握できる

　すでに導入済みの、商品開発やサービス改善に

　　活用できるテキストマイニングシステム

　　「TrueTeller（トゥルーテラー）」を高度化
　導入費用は、4,500万円から
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１． 2007年3月期第3四半期の取り組み　– 新拠点オープン

2007年1月10日　日経産業新聞

東京・木場に新拠点

　地上２１階、地下1階建て、延べ床面積27,600㎡
　　の高層オフィスを一棟借り

　東京都内で10箇所以上に分散していた
　　主に金融機関向け事業に携わる社員・協力会社　　

　　の技術者や本社機能を集約

（新拠点ビルの特徴）

・ＩＣカードで入退室を管理

・所属や職制に応じて、入退室できる区画を制限

・入室履歴に加えて、退室記録を記録。両者に矛盾が

　あると入退室を禁止

・フリーアドレス制を一部に導入
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１． 2007年3月期第3四半期の取り組み　– 野村證券「ボンドMISシステム」

2006年12月1日　ニッキン

地方金融機関向けの総合リスク管理支援

　地方金融機関の9割が利用している、野村證券の
　　資産管理システム「ボンドMIS」を機能拡充し、

2007年3月からの新BIS規制（バーゼルⅡ）にも対応
　最新の「ボンドMIS Web21i」では、デリバティブを使った
　　仕組みローンや仕組み預金をリスク管理の対象に

　　含める

　最終的には、地方金融機関がオルタナティブ商品も

含めた、投資資産全体のリスクを定量的に把握

できるようにしていく

※ボンドMISシステム： 1976年に野村證券と野村総合研究所が共同
で開発したシステムで、国内債や外債、株式など様々な金融商品を
総合的に管理することができる



この資料は、投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。
Copyright（C） 2007 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 27

２．プロジェクト事例　　

株式会社ヤオコー 様

基幹系システムのアウトソーシング

東海東京証券株式会社 様

基幹系システムに『ＳＴＡＲ－ＩＶ』の採用を決定
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３． その他　 – 中国オフショア開発

2006年12月25日　日刊工業新聞

中国オフショア開発　発注額の推移
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3Q実績：86億円

通期：100～120億円（予）




